
千葉市ふれあい自然観察会 

縄文人を偲んで貝塚の歴史と自然をめぐる 

松本 敏子（千葉市） 

日 時：2018 年 9 月 29 日（土）9～12 時  天候：曇り 

場 所：国特別史跡 加曽利貝塚（千葉市） 

参加者：28 名（内 子ども 3名） 

担当指導員：村杉久子、江澤幸子、遠藤登志子、松本敏子、松本美千代、 

手塚道子、石嶋基次 

 

台風２４号の襲来が明日と予報が出されている９月２９日、曇天の下、前年 国の特別

史跡に指定された加曾利貝塚で ふれあい自然観察会が開かれました。 

南貝塚の自然から見ていただきました。秋は縄文人も食べたであろうドングリが沢山

あります。スダジイ、マテバシイは今朝方、茹でたり炒ったりしたものを持参し、食べ

ていただき「意外においしい」という声がありました。他にはクリやクヌギ、コナラ、シ

ラカシ、アカガシ、また、栃の実、オニグルミは下見で拾っておいたものです。 

ススキの根元にはナンバンギセルの花が見られます。昔から日本人に親しまれてきた

花で「思い草」と呼ばれ万葉集にも詠まれていることを紹介しました。コナラの枝にヤ

ママユの繭がついているのを見つけ、卵や幼虫、成虫の様子は写真でお見せしました。 

「野生植物の群落」には秋の野草のワレモコウ、タチフウロ、ヤマハッカ、オミナエシ

ヒヨドリバナ等が見られ、草原の秋の風情を感じていただきました。 

 坂月川河畔の船着場跡では、海から離れたこの場所が、周囲の林からの染み出し水が

流れ、人間が住む為の絶好の場所だったので貝塚が出来たというお話がありました。 

11 時からは博物館のガイドさんによる貝塚のお話を聞き、しばし縄文時代に思いを  

馳せ、降り出した雨にせかされるように解散となりました。 
 

貴重な草原植生に観察時間が足りない

い 

ヤママユの繭に質問が集まる 


